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1970年代 の 生 成 意 味 論 で 、 語 が 統 語 上 め原 子 要 素 で は な く、 さ らに よ り小 さな 単 位 に分 解 さ
れ 、 種 々 の統 語 現 象 が この語 彙 分解 か ら説 明 され る とい う ア プ ロー チ が 提案 され た 。 この立 場
は 、1970-1980年代 のCarter,Jackendoffらの一 連 の研 究 に よ り、さ らには、1980年代 後 半 か ら、
Pinker,B.Levin&RappaportHovavらの 研 究 に 引 き 継 が れ、 現 在 「語 彙 意 味 論(Lexical
Semantics)」、 す な わ ち語 の 意 味 が 句 の 統 語 的 性 質 を決 定 す る とす る 考 え 方 と して 確 立 した。
こ の 枠 組 み で は 、 例 え ば 、 ∫々Z1や〃2θ〃な ど の 語 彙 的 使 役 動 詞 の 意 味 は 、[xCAUSEyTO
BECOME<NOT-ALIVE>/<LIQUID>]のよ う に表 記 され るが 、 この よ う な複 合 的な 意 味構 造 か
ら、JohnalmostkilledBi11.でのalmostの多 義 的 な 解 釈 や 、B(厩 〃361'θ4伽g伽sα%4伽's%η)7癖4
鷹 で のthatの指 示 対 象(='theglassbecameliquid')が説 明 さ れ て き た 。 ま た、 この 構 造 中
のCAUSEは 、 中 間 態 構 文(middles)や結 果 句(resultatives)などの 統 語 現 象 に、BECOME
はinamonthなどの完 了 の 時 間 毒 現 の 出 没(6.9,,励励 痂 αみo%sθ∫πα〃～o励.)など に 関わ って い
る こ とが 知 られ て い る。
本 研 究 で は、 語 彙 的使 役 動 詞 が 関わ る五 つ の統 語 現 象 心 理 動 詞 にみ られ るT/SM制 限、
ユ
使 役起 動交 替 、 勧 誘行 為 交 替 、 描 写 句 の分 布 、 場 所 格 交 替 一 を取 り上げ 、 語 彙 意 味 論 の 立 場
か ら考 察 を加 え る。 語 彙 意 味 の 捉 え 方 には 、 意 味 役割 の セ ッ トと語 彙 概 念 構 造(LCS)が あ る
が 、本 稿 は語 彙 概 念 構 造 を用 いて い く。 またPesetsky(1995)によれ ば 、語 彙 意 味 の 記 述 には 、
粗 い意 味 論 と精 密 意 味 論 の二 つ が あ る と され るが 、 本 稿 は 、 後 者 の 精 密 意 味 論 の 立 場 を と る。『
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第1章 語 彙 的 使 役 動 詞
本稿 は、LevinandRappaortandHovav(1995)に従 い、 語 彙 的 使 役 動詞 の意 味 は、 一 定 の語
彙 意 味鋳 型 に則 って 画 定 され る と し、 と りあ えず 第2章 と の議 論 の 関係 で 、 以 下 の二 つ の鋳 型
を仮 定 す る。
(1)a.[xACT(ONy)]CAUSE[BECOME[ySTATE/AT-PLACE]
b.[xACT(ONy)]CAUSE[BE[ySTATE/AT-PLACE]]
(1a)のLCSは、break,open,meltなどの 起 動 動 詞 やmove,carryなど の 移 動 動 詞 な ど の 語 彙
意 味 を記 述 す る。(1b)のLCSは、か忽肋 π,α㎎θ7などの 心 理 動 詞 や ブ鳳s6'な ど の意 味 を特 徴 づ け
る(θ.9.,7加s伽げ げムb伽8伽2翅64Ro伽 飾04.)。
第2章 心 理 動 詞 に み ら れ るT/SM制 限




Pesetskyの提 唱 す る 精 密 意 味 論 で は 、侃86κ〃勧 嫉 ωo耀 な ど のEO動 詞(experiencer-object
verbs)は使 役 動 詞 と み な さ れ 、[Causer,Causee,Target(ofEmotion)](6忍,伽g礪〃忽肋 勿,
[Causer,Causee,SubjectMatter(ofEmotion)](a£,ωoアη と い う 意 味 役 割 の セ ッ トで 特 徴 づ け ら
れ る 語 彙 意 味 を も つ と さ れ て い る 。 例 え ば(2a)で 、.8〃 の 怒 り の 対 象 は 、 新 聞 記 事 そ の も の
で は な く、 新 聞 記 事 で 取 り上 げ られ た 政 府 の 腐 敗 で あ る と い う 解 釈 も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 に
は 、B〃 の 怒 り の 原 因(=7物 αγ'ゴ616勿伽7物2θs)と は 異 な る βゴ11怒り の 対 象(Target=伽
go"θ㍑〃z傭)が 、 こ の 文 の 解 釈 か ら裏 付 け ら れ る 。 し か し 、 統 語 レベ ル で は 、 こ れ ら の 役 割 を 担
う 項 の う ち 、Causer、Causeeのみ が 実 現 を 許 さ れ 、(2)のよ う に 、Target項 やSubjectMatter
項 ま で の3項 同 時 の 実 現 は 許 さ れ な い 。Pesetskyは、EO動 詞 とTarget/SubjectMatter(T/SM)
項 と の 不 共 起 をT/SM制 限 と し て 記 述 し 、 こ れ を 、 独 自 の カ ス ケ ー ド統 語 論 と 、EO動 詞 の ゼ
ロ 形 態 素 分 析 に よ っ て 説 明 す る 。 そ の 詳 細 は 割 愛 す る が 、 主 旨 は 、EO動 詞 に 付 加 し て い る 使
役 の ゼ ロ 接 辞 ΦCAusが、独 立 し た 動 機 づ け を も つ 統 語 的 一 般 的 原 理 か らPP補 部 の 生 起 を 排 除










こ れ ら で は 、 い ず れ も 、 ゼ ロ 接 辞 分 析 を 受 け る 使 役 動 詞 とPP補 部((3)で はGoal、(4)では
Target)が共 起 して い る に も 関 わ らず 、 適 格 な 文 と判 断 さ れ る 。Pesetsky自身 、 こ れ ら の 反 例
に 適 切 な 説 明 を 見 出 せ な い で い る 。
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本 稿 で は 、T/SM制限 に 対 して 語 彙 意 味 論 の立 場 か らア プ ロー チ す る。 津ず 本 稿 は 、Pesetsky
がEO動 詞 に仮 定 す る意 味 構 造[Causer、Causee、Target/SubjectMatter]は誤 りで あ る と考
え る。使 役 動 詞 は、意 味 的 に使 役 主 と被 使 役者 そ して 結 果 の3項 を もつ。Frighten,surpriseな
どのEO動 詞 も、 使 役 動 詞 の下 位 類 をな す もの で 、 必 然 的 に一 般 的 な 使 役 動 詞 の 意 味 鋳 型 に従
う と仮 定す る。EO動 詞 は 、 あ る作 因が 被 使 役 者 に心 的影 響 を及ぼ し、特 定 の 心 的 状 態(結 果)
へ と導 く と い う意 味 を表 す 。 結 果 状 態 が 、 心 的 で あ る と い う点 を除 けば 、EO動 詞 も、 状 態 変
化 動 詞 一般 と同 じ意 味 型 を も って い る。 本 稿 は 、EO動 詞 は(5)のよ うなLCSを もつ と仮 定 す る
(cf.Voorst(1992))a
(5)伽g67:[xAFFECTy]CAUSE[BE[y<sTATEIN-ANGER>]
この構 造 の ど こに もTarget項を認 可 す る意 味 成 分 は な い 第3項 は 、定項=<IN-ANGER>
と して語 彙 的 に充 足 して お り統 語 的 に実 現 され る 必 要 は な い ので 、(2a)でT/SM制限 効 果
が 生ず る の で あ る。(2a)にPesetskyがあ る とす る 「怒 りの 対 象 」 は、 語彙 意 味 的 な もの と い う
よ りもむ しろ、 語 用 論 的 に 説 明 され るべ き も ので あ る。 一 方 、(3a,b)の動 詞 に つ い て は 、 結 果
項(Goa1)が 変 項 な の で 、PPと い う形 で 統 語 的 に実 現 され る(3c,d)、(4)の動詞 に つ い て は 、
いず れ も、 あ る対 象 を特 定 の心 的方 向 に向 け る とい う意 味 を もつ 。 つ ま り これ らは、 方 向 付 け
の使 役 動 詞(e.g.,σ∫〃2,ρo砿4〃66ち160砺etc.)の下位 類 に属 す る も ので 、 本 稿 は(6)のLCSをもつ
とす る。
(6)interest:[xACTONy]CAUSE[ORIENT[yTOWARD-z]]
このLCSで は、 「方 向 」項(結 果 項 の 一 タイ プ)は 変 項 な の で、(4)にお け るよ う に、PP補
部 と して 義 務 的 に統 語 的 実 現 を受 け る ので あ る。
以 上本 章 は、EO動 詞 の語 彙 意 味論 か ら、PesetskyのT/SM制限 が誤 謬 で あ る こ とを論 証 し
た 。
第3章 使 役 起 動 交 替(Causative/lnchoativeAlternation)につ い て
本 章 は 、 ∂76α々,o喫π,〃261'など の 、 一 定 の 非 対 格 動 詞(unaccusativeverbs)にみ られ る(7)の使




こ の 交 替 に 参 与 す る 使 役 動 詞 の 意 味 構 造 は 、 対 応 す る 自 動 詞 をcauseの下 に 埋 め 込 ん だ'x
causeytointransitiveverbサと分 析 さ れ る が 、 全 て の 自 動 詞 が こ の 交 替 を 受 け る わ け で は な い 。
例 え ば 、c甥Zα%8乃,ερ6α々 な ど の 非 能 格 動 詞(unergativeverbs)や、非 対 格 動 詞 で も 発 生 動 詞(e.g.,
〃α勿6%,06cπ考etc.)、出 現 動 詞(e.g.,砂喫醐6〃26讐6,etc.)、存 在 動 詞(e.g.,麗∫ち1勿6,etc.)、方 向 概
念 を も つ 地 理 的 移 動 動 詞(e.g,,σアァ∫"6,αsc伽4,etc.)など は 使 役 交 替 に 参 与 で き な い 。 本 章 で は 、
使 役 交 替 に 自動 詞 か ら他 動 詞 へ の 派 生 方 向 を 仮 定 し(し た が っ て 、 ∫々〃 や α∬α∬勿伽 な ど の 語 彙
的 使 役 動 詞 は 、 独 立 し た 資 格 を も っ て お り 、 使 役 交 替 に は 関 与 で き な い)、 使 役 交 替 に 参 与 す
る 自動 詞 の 語 彙 意 味 か ら、 そ の メ カ ニ ズ ム を 解 明 す る 。
3.1.使 役 の 二 つ の タ イ プ ーINITIATE型 の 使 役 動 詞 とCAUSE型 の 使 役 動 詞
語 彙 的 使 役 動 詞 の 意 味 構 造 は 、 従 来(8a)な い し は(8b)の よ う に 一 様 にCAUSEで 捉 え ら




一 方 本 章 で は 、Talmy(1985b)に従 い、使 役 を オ ンセ ッ ト使 役 と、同延 使役(extendedcausation)
の 二 つ の タ イ プ に 区分 す る。 オ ンセ ッ ト使 役 とは、あ る 不 活 性 の行 為 体 が、使 役 主 か ら与 え ら
れ た 一 撃 によ り、 以 後 自律 的 に独 自の ふ る ま い を 実 現 して い く も の をい う。 一 方 、 同延 使 役 と
は 、 使 役 主 の作 用 が 絶 え ず 被 使 役体 に 及 び、 被 使 役体 側 で 実 現 され る独 立 した 出 来 事 が な い も
の を い う。 例 え ば 、力肋 γ011θ4伽δ認(オ ンセ ッ ト使 役)に お いて 、 回 転 に従 事 して い る も の
は あ くま で 広勉 δα〃で 、ノ∂肋 は ボ ー ル を 無 理 矢 理 手 で い じ り 回 して い るρ で は な い。ノb伽は 、
ボ ー ル の 外 側 か ら、 ボ ー ル にそ の 回 転 運 動 の始 動 ・継 続 の エ ネ ル ギ ー を与 え て い る にす ぎな い
の で あ る 。この 意 味 で 、rollが表 す 出来 事 の実 現 に直 接 責任 を もっ て い る の は 伽 ∂α11自体 で 、使
役 主 自身 は 回 転 と は別 のふ る ま い に従 事 し て い る。 本 稿 は 、 こ の よ うな 場 合 に典 型 的 な オ ン
セ ッ ト使 役 が 成 立 して い る とす る。 逆 に、7肋 α"αZ侃漉6θs麹yθ4s耀アα肋o%s6s.で、 家 屋 側 に は 、
被 る変 化 に何 ら責 任 が な い。雪 崩 の 作用 と家屋 の 破壊 は 時 空 間 上 同 延 で、家 屋 の 破 壊 は 完 全 に、
使 役 主 の 作 用 に依 存 して い る。 本稿 は、 この よ う に、 変 化 体 側 に 自 らの変 化 に 当事 者 能 力 が 全
く欠 け て い る場 合 に、 同 延 使 役 が成 立 して い る とす る。
3.2.Initiator,Effector
本 稿 は 、 同延 使 役 をCAUSE、 オ ンセ ッ ト使 役 をINITIATEで捉 え る こ とに す る 。
(9)a.同 延 使 役:[xACTONy]CAUSE[y_]
b.オ ンセ ッ ト使 役:[xACTONy]INITIATE[y。一]([y,一]は 自立 型 の 出 来 事)
オ ンセ ッ ト使 役 で は 、[y_]の 結 果 出 来 事 は、y自 体 が 画 定 す るy独 自 の 出来 事 と把 握 さ れ
る。 使 役 出来 事 の役 割 は、 結 果 出来 事 の 自立 性 を侵 す こ とな く、 そ の始 動 ・展 開 を助 け る も の
で あ る。本 稿 は、x項 の作 用 がy項 に よ る独 立 し た 出来 事 を ア ク テ ィ ベー トす る とい う意 味 で 、
x項 をlnitiatorと呼 ぶ こ とに す る。 またlnitiatorの作 用 に よ り、活 性 化 され 自 らの 出来 事 を実
現 す る主 体 をEffector(遂行 体)と 呼 ぶ こ と にす る。 例 えば 、 ⑩ で、'加 ω伽4が 翫漉α`oγ、 飾θ
∂σ〃がEffectorとな る。
(10)Thewindrolledtheballdownthehill.
本 稿 は さ らに、この よ うなINITIATE構造 が、動 作 主 動 詞 に も存 在 す る と仮 定 す る。 例 えば 、
.8∫11名oJ16440ω%'勿雇1よで、rollingを直接 実 現 して い る もの は β∫〃の 肉体 で あ る。B〃 の 肉体 の 運
動 を始 動 し た もの は、β∫πの 意 志 で あ る。 本 稿 は、β∫π の意 志 行 為(決 定)と 回 転 体 と し て の
B∫1Zとの間 にINITIATEの関 係 が あ る と考 え る(cf.FoleyandVanValin(!985))。こ の意 志 主体
をVol(itional)一lnitiatorと呼 ぶ こ とに す る。 これ に 対 し、 ⑩ の 伽 ω勿4をExt(erna1)一lnitiator
と して 区 別 す る。
2。4使 役 起 動 交 替 の 基 本 的 パ タ ー ン
本 稿 は 、使 役 起 動 交 替 はEffectorが関わ る 自動 詞 のLCS・ 自己 達 成 的 な 出 来 事 を表 す
と、 そ れ に始 動 的 なINITIATE部が 取 り付 け られ た 使 役 の意 味 構 造 の、 二 つ のLCSに よ り説
明 され る と主 張 す る。 例 えば 、o勿π にみ られ る交 替 を み て み よ う。
(11)a.Thedooropened.→b.Thewindopenedthedoor.
自動 詞o喫π は、 蝶 番 な どの ドア の 内部 構 造 に よ って 規 定 され る ドア特 有 の 運 動 と、not-open
状 態 か らopen状態 へ の 変 化 を捉 え て い る 。 ドア 自体 が 独 自 の 出来 事 を成 立 させ て い る とい う
意 味 で、 ドア はEffectorと捉 え ら れ る。 事 実 、o喫η に は、 晒 α"加400〃∫4ωαso喫η.(Davidse
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(1992))とい う 疑 似 分 裂 文 が 可 能 で あ る 。Effectorが関 わ る こ の よ う なLCSにINITIATE部 が




(12b)のLCSは 、(x,y)の2項 よ り な る 項 構 造 に 写 像 さ れ る 。 一 方 、 ⑬ の 使 役 動 詞o喫 η に
は 、 同 じ くoφ伽 状 態 へ の 変 化 を 伴 な っ て は い る が 、 伽 嬬 θ7に よ り実 現 さ れ る 独 自 の 活 動 は な
い 。
(13)a.Johnopenedtheletter./b.*Theletteropened.
手 紙 は 通 例 破 っ て 開 封 さ れ る 、使 役 主 の 同 延 的 作 用 の 一 方 的 な 対 象 で 、Effectorとして 独 自 の 出
来 事 を 実 現 す る 媒 体 で は な い 。(13a)のo喫 η に は 、[xACTONy]CAUSE[BECOME[y
<OPEN>]]と い うCAUSE型 の 同 延 的 使 役 関 係 が 成 立 して お り、INITIATE部 の 付 加(使 役 交
替)に よ り導 か れ た 使 役 動 詞 で は な い 。
Effectorを参 与 者 とす る 典 型 的 な 自動 詞 に は 、名01肋o協66,s勿,∫ω伽gな ど の 特 有 の 様 態 を 伴 う
活 動 動 詞 が あ る が 、 本 稿 の 予 測 通 り こ れ らは 使 役 交 替 に 参 与 す る 。 ま た 、LevinandRappaport
Hovav(1995)がい う 肋 ηgな ど の 空 間 形 態 動 詞 も 、Effectorによ る 一 定 の ふ る ま い(特 有 の 姿 勢
維 持 の ふ る ま い)を 表 す 。Talmy(1985)に従 い 、 そ のLCSを 表 示 す る と 、(14b)のよ う に な る 。
(14)a.Aportraithungonthewall.
b.hang:[yHANG]&[BE[yON-z]]
(14b)で、[yHANG]にINITIATE部 を 付 加 す る と 、[[xACTONy]INITIATE[yHANG]]&
[BE[yON-z]]と い うLCS及 び 項 構 造(x,y,z)が 導 か れ 、Theyhungaportraitonthe
wall.とい う使 役 文 が 導 か れ る 。
3.5.内 的 原 因 動 詞(internallycausedverbs)
1～鰯 や ω磁 な ど の 非 能 格 動 詞 も 、Effectorによ る 典 型 的 な 活 動 を 表 す が 、 使 役 交 替 に は 参 与
で き な い 。
(15)a.Maryran.→*JohnranMary.
b.Marywalked.一〉*JohnwalkedMary.
こ れ ら の 動 詞 は 通 例 意 志 主 体 に よ る 行 為 を 表 す も の で 、(16)のLCSを も つ 。 す な わ ち 、Mary
の 意 志 が 、 身 体 と し て のMaryの 運 動 を 始 動 し て い る の で あ る 。
(16)[yDOANACTOFVOL]INITIATE[yRUN/WALK]
こ こ で 、y項 は 、RUN/WALKで 表 され る 行 為 のEffectorであ る と 同 時 に 、 そ の 行 為 を 始 動 し
た 意 志 主 体 、Vol-lnitiatorでも あ る 。 す な わ ち 、7%%,z〃αZ な々 ど の 活 動 動 詞 のLCSに は 、 す で
に 意 志 行 為 のINITIATE部 が 付 加 し て お り、 本 稿 は 、 こ れ が 、 こ れ 以 上 のINITIATE部 の 付
加 を 許 さ な い と 仮 定 す る(15)。
し か し、 も し 純 粋 にEffector(非意 志 的 行 為 体)だ け が 関 与 す る7観,ω σZ の々 用 法([y
RUN/WALK])が あ れ ば 、こ れ に はINITIATE部 が 付 加 で き て 使 役 用 法 が 可 能 と 予 測 さ れ る 。 こ




こ こで の んゐ6醐'加 伽g∫鰐 は 、Effector役だ け を 担 い 、Vo1-lnitiator役は 担 っ て い な い 。 ま た 、
1α㎎ 宛 の よ う な 自 発 的 な 動 詞 も 使 役 交 替 し な い(e.g.,*ThecomedianlaughedJohn.)が、 これ も 、
感 情 的 な 反 応 と い う 内 的 原 因(lnitiator)と笑 い 手 のlaughing行為 とが 切 り離 せ な い 形 で 結 合
し て お り、 こ れ 以 上 のINITIATE部 を 付 加 して 使 役 化 す る こ と は で き な い こ と に よ る 。
3.6発 生 ・出 現 ・存 在 動 詞 に つ い て







本 稿 の 使 役 交 替 の 説 明 は 、Effectorによ る 自 己 達 成 的 な ふ る ま い を 表 す 自 動 詞 的LCSと 、 こ の
LCSへ の 始 動 的 な 外 的 作 因(INITIATE部)の 付 加 か ら え ら れ る 二 つ のLCSが 交 替 効 果 を 生 み
出 す とす る も の で あ っ た 。 つ ま り、 自動 詞 が 使 役 用 法 を も つ た め に は 、 そ の 参 与 者 が 、 外 的 作
用 に 触 発 さ れ て 独 自 の 出 来 事 を 展 開 して い く必 要 が あ る 。 しか し、 発 生 ・出 現 ・存 在 動 詞 に つ
い て は 、 意 味 内 容 が 一 般 に 薄 く、 参 与 者 に よ る 独 自 の 運 動 を 表 す と は 考 え られ な い 。 む し ろ こ
れ ら は 、 そ の 参 与 者 が 被 る 変 化 の み を 捉 え た 動 詞 で 、 ⑲ の よ う に 純 粋 にTheme役 の み を 担 い
Effector役は 欠 く、 と 考 え ら れ る 。
⑲NP(Theme)加 ρ喫 η/妙ρθα7/060酬θ痂 ム
例 え ば(18b)は 、 ハ トが 自 分 の 身 体 を 実 現 媒 体 と し て 登 場 し た 、 と い う ハ ト の ふ る ま い を 捉
え て い る の で は な く、 何 ら か の 理 由 で た ま た ま そ れ が 寧visible'にな っ た こ と を 表 し て い る 。 こ
の よ う な 非 自 立 的 な 出 来 事 を 表 す 意 味 構 造 に はINITIATE部 の 付 加 は 不 可 能 で 、(18)の結 果 に
至 る 。 同 じ 筋 書 き は 、go,co〃zεな ど の 往 来 発 着 動 詞 、4おψ喫αγな ど の 消 滅 動 詞 に も 当 て は ま る
(LevinandRappaportHovav(1995:147))o
⑲ の 意 味 に 基 づ くオ ン セ ッ ト使 役 的 把 握 は 不 可 能 で あ る が 、 結 果 出 来 事 の 自 立 性 を 必 要 と し
な い 同 延 使 役 的 把 握 は 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 ψ勿 αγに 基 づ く、[xACTONy]CAUSE[
BECOME[yVISIBLE]]と い う意 味 構 造 は 合 法 的 で あ る 。 しか し 、 こ こ に はINITIATE使 役 は
関 わ っ て い な い の で 、[BECOME[yVISIB工.E]]を 捉 え る 名 前(=appear)を 、 こ のLCS全
体 に 用 い る こ と は で き な い 。 代 わ り に 敏60魏 な ど の 補 充 形 が 用 い られ る こ と に な る 。
以 上 、 同 延 使 役 と オ ン セ ッ ト使 役 の 区 別 に よ り、 使 役 起 動 交 替 の 仕 組 み を 明 ら か に し た 。
第4章 勧 誘 行 為 交 替(lnducedActionAlternation)
前 章 で 、Agentを 主 語 と す る 非 能 格 動 詞 は 使 役 交 替 を 受 け な い と論 じ た が 、 一 定 の 非 能 格 動




こ の 交 替 は 、 ω の 移 動 様 態 を 表 す 動 作 主 動 詞 に 典 型 的 に み られ 、 ⑳ の よ う に 経 路 や 着 点 を 表 す
補 部 が 必 要 と さ れ る 。 さ ら に ㈱ の よ う に 、使 役 動 詞 に つ い て 、動 作 主 以 外 の 使 役 主 は 排 除 さ れ 、
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また使役方法 も、操作 的ではな く勧誘や威圧 による遠隔使役である。





したが っ て、 この よ うな
本 稿 の 説 明 は 、
す る の で は な く 、
り も た ら さ れ る 、
[xSHAVEx](e.g.,ノ∂肋s肋oθ4(雇〃2sθグDに 適 用 し て 、[xSHAVEy]と い うLCSを 導 き 、(x,
y)と い う2項 よ りな る 他 動 詞 の 項 構 造 を も た らす(e.g.,7物∂αγ∂67s勿%4伽6%s勧蹴)も の で あ
る 。
4.2.移 動 様 態 動 作 主 動 詞 の 再 帰 分 析
池 上(1974)は 、 典 型 的 な 勧 誘 行 為 交 替 動 詞 で あ る 辮α7魏 の 、 特 に 経 路 表 現 が 伴 わ れ た 用 法
に つ い て 、 再 帰 的 な 分 析 を 施 し て い る 。
㈱Theymarchedtothetents.(=Theycausedthemselvestogotothecampbymarching。)
ACTOFVOLレ ベ ル も 含 め て こ の 〃¢σ励 のLCSを 捉 え る と⑳ の よ う に な る 。
㈱[[xDOANACTOFVOL]INITIATE[xMARCH]]CAUSE[BECOME[xTO-z]]
[xDOANACTOFVOL]INITIATE[xMARCH]の 部 分 の 再 帰 関 係 に 脱 再 帰 化 を 適 用 す る と
⑳ が え ら れ る 。
(27)[[xDOANACTOFVOL]INITIATE[yMARCH]]CAUSE[BECOME[yTO-z]]
こ のLCSは 、x項 の 意 志 がy項 にMARCHさ せ(coercion)、そ の 結 果yがz位 置 に 到 達 す る
と い う、(20a)の使 役 動 詞 文 の 意 味 を 適 切 に 捉 え て い る 。 同 様 にwalk(to_)のLCSも(28)
の よ う に 再 帰 的 に 表 さ れ る(cf.Saksena(1980),Talmy(1985a),Broadwell(1988))。
(ZS)a.Hewalkedtothecar.
b.[[xDOANACTOFVOL]INITIATE[xWALK]]CAUSE[BECOME[xTO-z]]
[xDOANACTOFVOL]INITIATE[xWALK]の 再 帰 関 係 に 脱 再 帰 化 が 適 用 し て え ら れ た
LCS(29a)が 実 現 さ れ た も の が 、(29b)であ る 。
(29)a.[[xDOANACTOFVOL]INITIATE[yWALK]]CAUSE[BECOME[yTO-z]]
b.Thestableboywalkedthehorseroundtheenclosure.
さ ら に 、(28b)に は 、 使 役 出 来 事 と 結 果 出 来 事 と の 間 に も再 帰 関 係 が 成 立 し て い る 。 こ れ に
脱 再 帰 化 が 適 用 す る と(30a)のLCSが 導 か れ 、 こ れ が 実 現 さ れ た も の が(30b)で あ る 。
(30)a.[[xDOANACTOFVOL]INITIATE[xWALK]]CAUSE[BECOME[yTO-z]]
b,Hewalkedhisbicycleupthehill.
こ こで は 、 使 役 主 が 自 分 の 意 志 で 歩 き 、 自分 の 身 体 で は な く、 自転 車 を 動 か し て 坂 の 上 に 到









こ れ ら の 交 替 が 、LevinandRappaportHovav(1995)の よ う に 使 役 化 に よ る と
も と も と の 再 帰 的 な 意 味 構 造 に 適 用 す る 脱 再 帰 化(dereflexiviz-ation)によ
と す る も の で あ る 。 こ の 操 作 は 、 例 え ば 典 型 的 な 再 帰 動 詞shaveの 意 味 構 造
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移 動 物 は 単 にTheme役 を 担 っ て い る に 過 ぎ な い。S勿4アo"〃o漉ω%魚 →G砂'α勿1吻アs470"餉〃
'01鞄ω}わ卿.の 自他 交 替 も、 同 じタ イ プ で あ る。
4.3.リ ン キ ング の 規 則 性
本 稿 は、 伝 統 的 なAgentをVo1-lnitiatorとEffectorに分 解 し た。Agent項は、 一 般 に 主 語
位 置 と リ ン クす る ことが 知 られ て い る。 した が っ て、Vo1-lnitiatorとEffectorも、必 然 的 に主
語 位 置 と リ ンク す る と仮 定 す る。吻 の使 役 動詞 文 が 不 適 格 な の は、(Vo1-lnitiatorは主 語 位 置 に
生起 して い る が)Effectorが目的語 位 置 に実 現 され て い るた め 、リン キ ング 規 則 の違 反 が あ る と
して 説 明 され る。 一 方 、 経 路 表 現 が 加 わ る と使 役 文 が 適 格 とな る のは 、Effector項が 同 時 に担
うTheme役 の リ ンキ ング 特 性 に よ り、 この 項 の 目的語 位 置 と の リ ンキ ング が 可 能 に な っ た 、
と考 え られ る 。
(31)Thegeneral(=Vol-lnitiator)marchedthesoldiers(=Effector/Theme)tothetents.
こ の よ う な 二 つ の 再 帰 関 係 の 脱 再 帰 化 は、stopにみ られ る 操 作 的 使 役 と 指 図 的 な 使 役
(Shibatani(1975))を説 明す る。 例 え ば15'吻64勿伽5吻 砿 のstopは自分 の 身体 を 制 止 す る と
い う 意 味 で 再 帰 動 詞 で あ る(e.g.,Bφbγθ100%Z4s'oφ〃zッ∫砺1s広α吻4∫砂吻㎎40ωπ`加sJoρ6'o'勿
s吻α〃z.『英 和 活 用 大 辞 典 』)。よ っ て 、 意 志 行 為 の レベ ル も含 めて このLCSを 表 示 す る と、 勧
とな る。
勧[xDOANACTOFVOL]INITIATE[xSTOPx]
こ こに含 まれ て い る二 つ の再 帰 関係 を脱 再 帰化 した も の が、(33a,b)で、 いず れ も∫s`o勿64伽
甥侃 勿 伽 ∫魏砿 とい う文 と して 実 現 され る。
⑬a.[xDOANACTOFVOI.]INITIATE[ySTOPy]一 指 図的
b.[xDOANACTOFVOL]INITIATE[xSTOPy]一 操 作 的
(33a)が使 役 動 詞stopの指 図 的解 釈 を、(33b)が操 作 的 解 釈 を説 明 す る。
以 上本 章 は、勧 誘 行 為 交 替 が 、LevinandRappaortHovav(1995)のい う使 役 化 に よ る もの で な
く、 意 志 行 為 も含 め た再 帰 構 造 に適 用 す る脱 再 帰 化 に よ り説 明 され る と主 張 した 。
第5章 描 写 句(depictives)の意 味 論
本 章 で は、(34a,b)の描 写 句(斜 字 部)の 意 味 論 を提 示 し、 そ れ らの出 没 を語 彙 意 味論 か ら
説 明す る。
eのa.Johnatethemeatγα鰍一 目的語 指 向 の描 写 句
b.Johhatethemeat鰍46.一主 語 指 向 の描 写 句
5.1.描写 句 と主 述 関 係
従 来 、 描 写 句 は 、 同節 中 のNPと の 間 で 主 述 関 係 を 結 ぶ も の と され 、 そ の 分 布 は、 被 叙 述
NPと の問 のc統 御 関係 に よ り説 明 され て き た 。しか しな が ら、単 純 なc統 御 条 件 だ けで は 説 明
で きな い描 写 句 の存 在 や 、 目的 語 指 向 の 描 写 句 の 動 詞 間 で の 出 没 可 能 性 の相 違 、 本 来 叙 述 的 に
は 用 いれ な いAPが 描 写 句 と して は 許 され る な ど、 描 写 句 に は 主 述 関 係 ・構 造 的 条 件 だ け で は
説 明 し きれ な い面 が 存 在 す る。 本 稿 の 主 張 は 、描 写 句 は 、 出 来 事 成 立 に付 随す る 様 相 を表 す 副
詞 的 語 句 で あ る とす る もの で あ る。 例 え ば 、(34b)は、力肋 が 、裸 の 状 態 とい う有 様 で 肉 を食 べ
る と い う出 来 事 が 成 立 した こ と を述 べ て いる。 した が って、 描 写 句 の 主要 部 は 典 型 的 にス テ ー
ジ レベ ル の 形 容 詞 が 選 ば れ る し㈲ 、 連 動 して 、 この 描 写 句 によ り修 飾 を 受 け る 主 節 出 来 事 もス
テ ー ジ レベ ル の陳 述 とな る㈲ 。 また、描 写 句 の 副 詞 的性 質 を 示 す 証拠 と して、㈲ が あ げ られ る。
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こ こ で は 描 写 句 を 問 う の に 、 述 部 を 問 うwhatで は な く(e.g.,A:陥〃*窃α〃ωαs`勿〃2αyo7～B:






ま た 、door-to-door(adoor-to-doorsalesman),lrish(lrishcoffee)など の 限 定 用 法 に 限 ら れ る 形
容 詞 で も 、 出 来 事 成 立 の 具 体 的 様(さ ま)を 表 す こ とが で き れ ば 、 適 切 に 描 写 句 に な れ る 。
(38)a.Thesalesmanvisitedallthehousesinthistowndoor-to-door
b.IdrinkmycoffeeIrish.
(38a)で描 写 句 は 、 焼6sα16s〃z伽の 訪 問 の 様 態 を 、(38b)で は 、 コ ー ヒ ー が 飲 ま れ る 際 の 飲 ま れ
方 を 表 し て お り、 い ず れ も 出 来 事 の 修 飾 語 句 と し て 働 い て い る 。
5.2,目 的 語 指 向 描 写 句 の 出 没 の 限 定 性
Rapoport(1993)によ れ ば 、 主 語 指 向 描 写 句 に 対 し て 、 目 的 語 指 向 描 写 句 は 、 そ の 出 没 が 、




こ の 記 述 は 、 本 稿 の 主 張 か ら 自 然 に 帰 結 す る 。 ㈲ の 動 詞 に は 、 目 的 語 が 関 わ る 下 位 出 来 事 が な
く、描 写 句 に 、言 及 す べ き 肝 心 の 修 飾 対 象 が 欠 け て い る か ら で あ る 。 一 方 、%〃z6%'thebreadhot.
の よ う な 使 役 動 詞 文 で は 、 翫幼 アθα4を 起 点 とす る 下 位 出 来 事(=「thebreadgetsseparated")が
あ り、 履 は 適 切 に 、 こ の 出 来 事 が 成 立 す る 様 を 表 す こ と が で き る 。 一 方 、 ㈲ で 、 描 写 句 が 主
語 指 向 で あ れ ば い ず れ も 適 格 と な る が 、 こ れ は 、 主 語 を 起 点 と す る 出 来 事 が 常 に 成 立 し て い る
か らで あ る 。 さ ら に 本 稿 の 理 論 で は 、 使 役 動 詞 以 外 で も 、 目 的 語 を 主 参 与 者 と す る 下 位 出 来 事
が 成 立 し て い れ ば 、 そ れ を 指 向 す る 描 写 句 が 可 能 で あ る と 予 測 さ れ る 。 例 え ばJohniatethe
蝿raWjnakedi.で 、 消 費 動 詞 の 鰯 は 使 役 分 析 を 受 け な い が 、 主 語 指 向 に 加 え て 、 目 的 語 指
向 の 描 写 句 が 可 能 で あ る 。VanValin(1998)に よ れ ば 、 θα'の概 念 構 造 は ω の よ う に 、 二 つ の




す な わ ち 、 魏θ〃z翻 は 、知肋 の 行 為 の 対 象 に 加 え て 、 そ れ に 並 行 し て 減 少 し て い く 変 化 体
(lncrementalTheme;Dowty(1991))でも あ る 。 描 写 句 ηαセ¢ アαω は 、 ㈹ の こ れ ら の 出 来 事 を
適 切 に 修 飾 して い る 。 こ の よ う に 、 描 写 句 が 出 来 事 の 副 詞 的 修 飾 語 句 で あ る と す る と、 主 語 に
つ い て も 、 も しそ れ を 起 点 とす る 出 来 事 が 成 立 して い な い と き に は 、 主 語 指 向 の 描 写 句 は 排 除
さ れ る こ と に な る と 予 測 さ れ る 。 これ は 正 し い 。
(41)a.?*Johnreceivedtheletterangry.
b.Johnreceivedthemanuscrｰiptunfinished.
(41a)で、 伽 嬬6γ を 起 点 と す る 出 来 事(伽 麟 ¢7の移 動)は あ る が 、∫o肋 の 出 来 事 は な い 。 一
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方、 目的語指 向の描写句は予測通 り許 され る(41b)。
以上本章は、描写句が主述関係 を捉 えるものではな く、 出来事 の生起 に付随す るそ の様相 を
表す副詞 的修飾 語句である とす る意 味論 を仮定 し、 これ によ り描写句 の出没の可能性 を明 らか
に した。
第6章Spray/load動 詞 の 語 彙 意 味 論 と 場 所 格 交 替(LocativeAlternation)
本 章 で は 、sかのμoα4動詞 に み られ る 、 い わ ゆ る 場 所 格 交 替 幽 を 、 こ の ク ラ ス の 使 役 動 詞 に 共
通 に み られ る 意 味 構 造 か ら 説 明 し よ う と す る も の で あ る 。
(42)a.Billloadedcartonsontothetruck./Billloadedthetruckwithcartons.
b.Jacksprayedpaintonthewall./Jacksprayedthewallwithpaint.
標 準 的 な 説 明 で は 、 語 彙 規 則 に よ り、oη'o用法(LCSoNTo)か らω伽 用 法(LCSwlTH)を 導 く
方 法 が 提 案 さ れ て き た(RappaportandLevin(1988),Kageyama(1988)など)。 本 稿 は 、そ れ ぞ れ
独 立 した 両 用 法 に 、 た ま た ま 同 一 の 名 前 が 付 与 さ れ た こ と か ら交 替 効 果 が 生 じ た も の と仮 定 す
る 。
6.1.使 役 動 詞 の 基 本 語 彙 鋳 型 とLocatum動 詞
本 稿 第1章 で 、 語 彙 的 使 役 動 詞 に つ い て 、 以 下 の 基 本 鋳 型 を 提 案 し た 。
㈱a.[xACTONy]CAUSE[BECOME[yAT-PLACE]]
b.[xACTONy]CAUSE[BECOME[ySTATE]]
(43a)のLCSは 、 ρ%'な ど の 場 所 格 動 詞 の 語 彙 意 味 を 捉 え る 。(43b)のLCSは 、 状 態 変 化 動 詞
一 般 の 語 彙 意 味 を 捉 え る 。 こ の 中 に は 、 ∂%"θ7など の 、Locatum(=placeables)名詞 に 由 来 す
るLoca七um動 詞 も含 ま れ る 。
ω[xACTONy]CAUSE[BECOME[y<BUTTER-ED>]]
す な わ ち 、 本 稿 は 、(43b)の 鋳 型 のy項 のSTATEに つ い て 、<NOT-ALIVE>や<DRY>な
ど 、y項 だ け に 言 及 す る も の ば か り で な く、y項 外 の 材 料 ・媒 体 に よ っ て 画 定 さ れ る も の も あ
る とす る 。 そ し て 、こ の 型 のLCSを 導 く典 型 的 具 現 規 則(cf.RappaortHovavandLevin(!998))
㈲ を 仮 定 す る 。
㈲Locatum→[xACTONy]CAUSE[BECOME[y<LOCATUM-ED>]]
㈹ に っ い て 、編 入 を 受 け 「一 定 の 状 態 」を 定 義 す るBUTTERを さ ら に 具 体 的 に 指 定 す る た め 、
with句が 随 意 的 に 実 現 さ れ る こ と が あ る(e.g.,晩∂媚 飽4伽 伽 α4ω励o〃6砂 〃zα㎎爾%6。)。本 稿
は 、 こ の よ う な ω励 句 を 、 統 語 的 に は 項 の 実 現 形 と い う よ り、 編 入 さ れ て い る 定 項 を 修 飾 す る
付 加 詞 と み な す 。
さ てsヵγの〃oα4動詞 の ω励 用 法 で あ る が 、 本 稿 は 、 ㈲ の 分 析 を 採 用 す る 。 す な わ ち 、 例 え ば
Joα4wエTHは、Locatum名 詞Joα4Nが 編 入 さ れ た[xACTONy]CAUSE[BECOME[y〈LOAD-
ED>]]に よ り特 徴 づ け られ る 、 と仮 定 す る 。
6.2.交 替 効 果 と 本 理 論 の 帰 結
助 アの〃oα4動詞 に は 、 一 つ に はput類 動 詞 と し て の 用 法(LCSONTO)が あ る 。 同 時 に これ ら に
は 、 同 名 のLocatum名 詞("placeables"を表 す)が 存 在 す る(e.gJoα4,sρ7の～6名α初,s〃z6醐sZα'肱
∫勿 ∫々 ,s孟蛎_)。 これ ら の 名 詞 に 対 し て ㈲ が 適 用 し て 、LCSWITHが導 か れ る 。 こ う し て 得 られ る
同 名 の 二 つ のLCSが 交 替 効 果 を も た らす の で あ る 。
こ の よ う に ω競 用 法 を 、㈲ か ら導 く と 、sヵγの/Zoα4類に 一 般 にLocatum名 詞 が 存 在 す る と い う
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事 実 が 帰 結 す る。 一方 、ρo%7類の 動 詞 、ρ%'類の動 詞 には 、"placeables"を表 すLocatum名詞 は
存 在 しな い の で、これ らに ω伽 異 形 が 存 在 しな い こ とが帰 結す る。 も う一 つ の帰 結 と して、ω励
句 の 随 意 性 が あ る(e.g"飽Joα4ε4伽〃π6々@励切 瞬 力伽s〃z6σγ64伽6伽伽αω励 窺臨 α堀)。 こ れ
は、 ω伽 句 が、 これ らのLCSに 組 み 込 ま れ て い る 定 項(=状 態:LOAD-ED,SMEAR-ED)を
修 飾 す る 付 加 詞 で あ る こ とか ら説 明 され る。 他 方 、 語 彙 編 入 を受 けたLocatumがbutterなど
とは異 な り、意 味 的 に不 定 で あ る 場 合 には 、そ の意 味 を指 定 す る ω励 句 の 出 没 が 必 要 とされ る
こ とが 予 測 さ れ る。 例 え ば 、plasterNは「lsomeadhesivematerial"とい う変 項 的 意 味 を もっ が 、
こ こか ら派 生 したplasterwlTHは、z〃励 句 を 義 務 的 に必 要 とす る。
(46)Sheplasteredherface*(withcoldcream).;Heplasteredthewall(*withslogans).
さ らに、本 理 論 で は、本 来 状 態 変 化 動 詞 で ρ厩 用 法 を もた な いガ」乙sα伽 α彪oJo鴎ω"6γな ど の動
詞 に は使 役 交 替 が み られ な い こ とが 帰 結 す る。 これ らは 、基 本 的 に、(43b)のLCSで特 徴 づ け
られ る動 詞 だか らで あ る。
以 上 本 章 は、 場 所 格 交 替 が 、 二 つ の 独 立 したLCS(LCSoNTo,LCSwlTH)によ り説 明 され る と
した。LCSoNToは、ρ%'類の 動 詞 を特 徴 づ け る も の で、 この よ うな 動 詞(の 一 部)にLocatum
を表 す 同名 の結 果 名詞 が み られ る(e.g.,10α4v-10α4N)。助名のμo磁動詞 のLCSwITHは、Locatum名
詞 の語 彙 編 入 とい独 立 した 規 則 か ら導 か れ た も の、 とす るの が 本 稿 の 主 張 で 、 こ こか ら場 所 格
交 替 に観 察 され る種 々 の事 実 が 帰 結 す る こ と をみ た 。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、語彙意味論 の立場か ら、英語 の使役動詞 に関わる諸 問題 について論 じ、語彙意 味
と動詞 の交替形 の相関関係、語彙意味 と統語論のイ ンター フェイス について独 自の提案 を し、
語彙意味論 の進展 に寄与す ることを目的 として いる。使役動詞 に関 して、特 に語彙 的使役動詞
に関わ る5つ の統 語現象一 心理動詞 に見 られ るT/SM制限、使役起動交…替、勧 誘行為交替、描
写句 の分布、場所格交替 を取 り上げてい る。語彙意味の考え方 には、意味構造 を意味役割 のセ ッ
トとして捉 える方法 と語彙概念構造 によって表示す る方法があるが、本論では語彙概念構造 の
枠組み に立 ち、それ をさ らに精緻化 した精密意味論 の立場 を主張す る。
本論は、6章 か ら成 り立 っている。序章は、生成意味論か ら語彙意味論に至 る意味論 の簡潔
な研究史展望で ある。第1章 では、 使役動詞 を分析的使役動詞、語彙的使役動詞、形態的使役
動詞の3つ に分類 し、 中心課題である語彙的使役動詞の意味的特徴 を、使役の直接性(使 役 の
原因 とな る使役 出来事 とその結果の間 に見 られる出来事の単一的把握)と 一連 の継起的関係 の
2点である と指摘す る。そ して、 この特徴 に基づいて、語彙的使役動詞の基 本的意味構造 とし
て、結果 出来事 をBECOMEで定義す る意味構造 とBEで定義す る意味構造の2つ を提案す る。
第2章 は、心理動詞についての考 察である。心理動詞は従来 特異な振る舞 い をす る動詞で あ
る とみなされ、特別な説明が必 要である と考 え られてきた。 本論では、 この見方が誤 りであ る
ことを指 摘 し、心理動詞 も第1章 で指摘 した使役 動詞の基本意 味構造 に合致 す るものであ り、
心理動詞 に特有の意味構造は不必要 である ことを説得的議論で論証 している。Pesetsky(1987,
1990,1996)は経験者 を目的語 にとる心理 動詞 に対 して、意 味構造 を意味役割 のセ ッ トであ る
とす る意 味論 の立場 か ら、 これ らの動詞 は意味構 造[Causer,Causee,Target/SubjectMatterコを
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持 つ として いるが、 これ に対 して、特 にこれ らの動詞 がTarget/SubjectMatterの意 味役割 を持
つ と仮定す る ことは誤 りである と主張す る。そ して、使役 動詞 は、意 味的に使役主、被使役者、
結果 の3項 を もつので、経験者 を目的語 にもつfrighten,surpriseなどの心理動詞 も、使役動詞の
下位類 をなす もので、必 然的に一般 的な使役動詞 の意 味鋳型 に従 うと主張 する。 これ らの心理
動詞 は、 ある作 用因子が被使 役者に心 的影響 を及ぼ し、 特定の心 的状 態(結 果)へ と導 くとい
う意 味を表す。 したがって、 結果状態が心 的で ある とい う点 を除けば、 これ らの心理動詞 も、
一般 の状態変化 動詞 と同 じ意 味構造 をもって いる。 したがって、心理動詞 に特有の意味構造 を
設定す る必要 はな い。 本論 の この主張 は、従来一般 的に認 め られて いた通説 の妥当性 を根 本的
に問い直す ものである。
第3章 は、 本論文の中心を成す章で あ り、独創 的な提 案が随所 に盛 り込 まれている。本章で
は、 まず第1に 、語彙 的使役動詞 の表す使役 は、 同延 的な もの とオンセ ッ ト的な ものの二つが
ある と主張す る。 オ ンセ ッ ト使役 とは、使役主が被使役体 に一定 の刺激 を与 え、 その刺激 によ
り、被使役体 がそれ以後 自立 的に独 自の振 る舞 いを実現 してい くものをい う。 一方 、同延使役
とは、使役 主の作用が絶えず被使役体 に及び、被使役体側 で実現 され る 自立 的運動あ るいは行
為が ないものをい う。 したが って、 同延的使役動詞で は、結果 出来事 の責任 を使役 主が負って
いるので、 同延使 役の出来事 には、被使役体が行 う独立 した下位 出来事 は含 まれ ていない。一
方、 オンセ ッ ト使役 動詞 では、結果 出来事 に自立性 ・独立性が備わ ってお り、使役 主はそ の活
性化 に責任 をもつだけである。第2に 、 このような 区別 に立 って使役起動動詞 の交 替現象を説
明す る。 本論 の使 役交替の説明は、Effectorによる 自己達成 的な振る舞 いを表す 自動詞 的語彙
概 念構 造 と、 この語 彙概念構造 に始動 的な外的作 因(INITIATE部)が付加 され て得 られ る二
つ の語彙概念構造 が交替効果 を生み 出す、 とす るもので ある。換言すれば、使役起 動交替 は、
自立 タイ プの自動詞 的出来事 を表す意味構造 に始動 出来 事 を表す意味構造が随意 的に付加す る
ことによって説 明され る。 この操作 によって得 られ る他動詞 の語彙概念構造 は、典 型的なオン
セ ッ ト使役 の意 味構造 をなす。第3に 、 自発的 出来事 を表す 自動詞 に他動詞 の交替 形が見 られ
な いのは、 これ らの 自動詞は もともと始動 因子 を内在 して いるので、それ以 上始動 出来事 を表
す意 味要素(INITIATE部)の付加が許 されな い ことに起 因す る と説明す る。第4に 、 同様 の
説 明がhangなどの空間形態動詞にも当てはまる と論 じている。第5に 、mount類の動詞 やlodge
類 の動詞 に見 られ る交替 は、使役起動交替 とは異な り、再帰動詞 に適用 され る脱再帰化規則 に
よ るもので あると主張す る。 このよ うに、従来 とは異な る独創的な視点か ら使役交替現象 を論
じて いる。
第4章 では、walkやjunlpなどの運動様態 を示す非能格動詞 の他動詞化 につ いて論 じて いる。
この交替現象は、従来、本来 自動詞の使 役化 として分析 されていたが、実は逆の操作が適用 さ
れて いると主張す る。すなわち、 自動詞 用法は、 本来再起的である他 動詞の 目的語が語彙概 念
構造 において動詞 の中に意味上繰 り込 まれた結果 自動詞用法が得 られ、他動使 用法が基本であ
る と言 う考 え方で ある。 すなわち、 これ らの動詞に見 られる交替は、再帰 関係 を含む 自己使役
的な他動詞が 目的語 の繰 り込み によって 自動詞用法 を持つよ うに見 えているに過ぎない とい う
ことである。 これは極めて独創的で示唆 に富 む分析 である。
第5章 では、描写句(depictives)と主述 関係 につ いて論 じて いる。従来、描写句は、同一節
中のNPとの間で主述 関係 を結ぶ ものとされ、そ の分布 は、主部 とな るNPが描写句 をc統御す る
関係 にある場合 に成 り立つ と説明 されて いた。 しか しなが ら、描写句には単純 なC統御条件 に
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よる構造的条件 だけでは説明 しきれな いものが存 在する。本論 では、描写 句を出来事成立に付
随す る様相 を表す副詞的語句で あると分析す る。 この分析 によれば、描写句 は、主語NPあるい
は 目的語NPを叙述する述語ではな く、行為ない しは移動 ・状態変化 を修飾す る副詞的語句であ
る。 この仮説 によれば、描写句の 目的語指向性あるいは主語指 向性 は、描写 句が 目的語 ない し
は主語が主参与者 となっている出来事 を副詞的に修飾 して いる ことか ら生ず る。 一般に、 目的
語指向 の描写句 の生起が、主語 指向のそれ に比べて厳 しく制限 されるのは、 前者について は、
当該動詞がそ の主語 によ る行 為な どの出来事に加 えて、 目的語 を起点 とす る独 立 した下位 出来
事 を含 まな ければな らな いことによる。従来、描 写句は形容詞 とみなされ てきたが、それ を根
本的 に覆す論考で ある。
第6章 で は、場所格交替 につ いて論 じている。spray/load動詞 に見 られ る場所格交 替の現 象
は、標準 的な説明では、語彙規則 によ り、onto用法か らwith用法 を導 く方法 によって説明され
て きた。 これ に対 して、本論では、 この交替は見せ かけの交替 であって実 際には存在せず、 そ
れぞれ独 立 した両用法にたまたま同一の音形の動詞が対応 した結果 に過 ぎな い と論 じている。
すなわち、場所格交替は、単純 移動 を表すput類の用法 とLocatum(場所)を 表す名詞か ら派生
した状態 変化動詞が同音異義 である ことによ り、交替現象が起 こって いるように見 えるに過 ぎ
ない と主張す る。
本論は、述語の意味 とその統語 的特性 の問に密接な相関関係 を仮定す る語彙意 味論 の観点か
ら、広 範囲 にわた る語 彙的使役動詞 の意 味を明 らかに し、それ に基づ いて、それ らの動詞 の統
語 上の特徴 を明 らかにする ことを試 みた もので ある。通説 の問題点 を鋭 く指摘 し、それ らの問
題点 を克 服す るために、 よ り広範 な説明力を持つ独 自の分析 を果敢 に提示 している。 これ らの
分析 には、 語彙意 味論 の新 しい展 開を生む基礎 とな るものもあ ろうし、批判 的検討 を受 け、そ
れ によって更なる議論 を生み出す ようになるものもあるで あろう。 いずれ にせ よ、本論 は、語
彙意 味論 の展開に一石 を投 じ、そ の波紋 は意味論研究 の諸分野 に及ぶ ことが期待 され る。
よって、本論文の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るものと
認 め られ る。
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